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(b4)
not (b4)

[Wm-2]

理想化実験(ASV)で設定した
日射量の季節-緯度変化。基
準実験(b4)は日射量そのもの
を示した。基準実験以外につ
いては、基準実験からの偏差
でそれぞれ示した。
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	 (b4)

not (b4)
[Wm-2]

理想化実験(ASV)で設定した
日射量の季節-緯度変化。基
準実験(b4)は日射量そのもの
を示した。基準実験以外につ
いては、基準実験からの偏差
でそれぞれ示した。

[Wm-2]

Kino	et	al in	prep.

[℃]
(b4)

not (b4)
[Wm-2]

理想化実験(ASV)で設定した
日射量の季節-緯度変化。基
準実験(b4)は日射量そのもの
を示した。基準実験以外につ
いては、基準実験からの偏差
でそれぞれ示した。

[Wm-2]
[℃]

(b4)
not (b4)

[Wm-2]

理想化実験(ASV)で設定した
日射量の季節-緯度変化。基
準実験(b4)は日射量そのもの
を示した。基準実験以外につ
いては、基準実験からの偏差
でそれぞれ示した。

[Wm-2]
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(b4)
not (b4)

[Wm-2]

理想化実験(ASV)で設定した
日射量の季節-緯度変化。基
準実験(b4)は日射量そのもの
を示した。基準実験以外につ
いては、基準実験からの偏差
でそれぞれ示した。
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